
１０月７日(水)のグループ研究部会で「音楽」の公開授業が行われました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                           から！ 

  今年度も、１０の大グループから派生した全２８の小グループで研究が行われています。第３回の夏の研究部

会では、講師の先生をお招きしてお話を聞いたり、フィールドワークを行ったりと各部会で研修を深めている様

子が伝わってきました。２学期に入り、５つのグループで公開授業が予定されています。 

 

 

 

   第４回は、百合が丘小学校３年音楽担当である西浜千恵子先生の公開授業でした。 

  「どんな歌い方をすると、『日本一のふじ山』だと伝わるかな？」という先生の発問に、譜面を前に子どもたちは

協力して強弱を考えたあと、みんなで考えた歌い方を活かして楽しそうに歌っていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆百合が丘小学校の 5 年生は、６月３０日の課題研修講座「合唱指導」において講師の宮﨑惠美子先生から

１時間の歌唱指導を受けました。宮﨑先生の魔法にかけられたかのように、みるみる声が大きくなり、そして楽

しそうに歌う子どもたちの変容に、指導者として宮﨑先生から多くのことを学びました。  
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第４回 

 

☆６月３０日（火）に開催しました課題研修「合唱指導」より 

【合唱指導】百合が丘小学校 ５年生  講師：宮﨑 惠美子（赤目中学校） 

            

子どもたちにかける言葉がけと、視覚的な支援の方法が勉強に 

なりました。音楽の授業において、メリハリの部分や大きな声 

の出し方を悩んでいましたが、子どもたち同士の関係性作りを 

授業内でしていくことで、やる気いっぱいの授業が展開できる 

ようになると感じました。肩を叩き、「聞こえてるよ」の声かけ 

は、とても素敵だと思いました。     ［参加者の声］ 

 

 

 

              



 

 

 

 

 

 

 

〇坂本研修員による小学校での授業実践（９月）【薦原小学校５年・６年】 

                                                             ☆３つの手立て☆ 

                                                   ①小学校英語における「書くこと」の強化 

                                                   ②小学校英語における文構造の理解への挑戦 

                                                   ③中学校における「対話」のある授業づくりの再考 

上記の仮説をもとに、小学校では仮設①と② 

                           に関する教材を作成し授業を進めました。 

 

※今回は、１と２の授業の様子を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８月２６日（水）に第２回プロジェクト研究会議を開催しました。「対話のレジリエンスを育む小中一貫英

語教育～伝え合うための言語活動の工夫～」をテーマのもと、小中接続に焦点を当てた教材を作り、会議で

メンバーと共有し、２学期からの実践に活かしていくこととなりました。 

１．アルファベットヒーローになろう！ 

２．ローマ字よ、もう一度！ 

～ヘボン式ローマ字に出会おう！～ 

３．フォニックスの世界へ行こう！ 

４．文の組み立てに挑戦！ 

１．アルファベットヒーローになろう！ 

 大文字・小文字を 4線にあわせて正しく書けるかを「アルフ

ァベットかくれんぼ」で確認したあと、不規則に並ぶスペリン

グをすばやく記述する「１００ますアルファベット」を実施し

ました。楽しみながら反復できる帯活動の提案です。 

 

２．ローマ字よ、もう一度！ 

 令和 7 年度 70 年ぶりにローマ字表記についての改定があ

り、これまでの訓令式ローマ字から、ヘボン式ローマ字が基本

とするルールになりました。ローマ字は英語の音を理解する助

けとなり、また日常生活で触れる機会が多いので、英語学習の

基盤として重要であると考えます。日常生活のなかにあるヘボ

ン式ローマ字を読んだあと、こちらも「100ますアルファベッ

ト」のなかにローマ字版があり、反復練習できる帯活動です。 

 

             教育センターだより６号（９月４日発行）の「今後の研修予定」で、 

「若手教員スキルアップ研修講座」の「特別支援教育②」の日程が２月９日（火）に変更となりました。 

（※次回は、３と４の授業の様子を紹介します。） 

 

 
小中接続のための 


